若者就労支援ネットワーク

発表内容記入シート

	団体名
	若者就業サポートステーション・みえ

	発表者
	中川　真理子

	1.　どういった団体なのか（団体の概要）

	厚生労働省の委託を受け、財団法人三重県労働福祉協会が三重県と連携して運営。おおむね３５歳未満で、無業の状態にある方、およびその保護者・関係者の方を対象に、若者の職業的自立に向けた支援を行っている。

	2.　保有している資源

	・キャリア・コンサルタント、産業カウンセラー

・交流スペース・相談コーナー２ヶ所

・支援活動を通じた支援機関・団体・市町とのネットワーク、県内における若者自立支援ノウハウ、事例

	3.　若者自立支援に関する取組内容、今後取り組める可能性のあること

	<取り組み内容>　

就労に関するこころの相談やキャリアの相談、本人・家族・関係者に対し、カウンセラーが話を伺い、必要に応じてより適切な支援機関の紹介を行なう。(三重県若者自立支援センター、おしごと広場みえ、三重県こころの健康センター、保健所、三重県自閉症・発達障害支援センター、障害者職業センター等)

<今後取り組める可能性のあるもの>

・出張相談（桑名、四日市、松阪、名張、伊賀）の充実と地域の支援機関・団体との連携

・支援対象者の掘り起こしや、個別訪問などの実施

	4. 他の団体にも参考となるような事例（うまく対応できたこと・対応が難しかったこと）

※　個人情報の保護に十分留意してください

	<うまく対応できたこと>

・地域と連携した就職先の確保　(津市学童保育協議会との連携)

事例１　サポステ開所以来支援していた男性が、学童保育所で2週間の就労体験の後、同事業所で週1～2日補助指導員として働き始めた。現在彼以外に3名が就労体験をし、うち2名が補助指導員として働いている。

<対応が難しかったこと>

・発達障害が疑われる方の就職決定後の定着支援

事例２　農作業所でアルバイトを始めた男性が、事業所が求める作業内容に応じることができず、退職になった。

	5.　団体のこれまでの成果と今後の課題

	（１）これまでの成果

常駐のキャリアカウンセラーが面談を行いながら、就職支援のためのセミナーや県が実施した就労体験プログラム、就職支援講座などに案内した。個人の状況や課題に応じて、若者自立支援センター、おしごと広場みえ、こころの健康センター、保健所、発達障害支援センターなどの専門機関とケース検討し支援計画を策定した。さらにそれらの機関と相互にリファーするなど、継続的に支援ができる体制ができた。

（2）今後の課題

支援対象者に向けて、「引きこもりやメンタル不調、長期間の無業状態からの就労相談はサポステを利用すれば大丈夫」と信頼を得ることのできる実績を積み、その周知をする。そのために福祉・保健機関との連携の強化および成功事例の報告、出張相談の充実、就労先の確保に努める。

	6.　その他

	・自分の生き方を考えるセミナーの開催　（自分未来予想図）

・若者世代と親世代の交流の場を提供（若者＆親の会）

・サポステ事例集･事業実績報告書の作成（夏頃予定）
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